
 

 

現在の日野市住宅マスタープラン（平成５年版）の概要 

 

◆基本的な方向 

 「 豊 か な 定 住 都 市 づ く り 」 

  みどり豊かな住宅地の整備と、市民誰もが尊重される社会の中で、定住できる地域社会を

形成していくために、住宅ストックの量的確保と質的向上をめざし、住環境の向上と合わせて、

豊かでうるおいのある日常生活空間づくりをめざしていくものとする。 

・バランスのとれた住宅都市の形成 

・高齢化社会と福祉に基づいた住宅施策 

・まちづくりと連動した住宅施策 

・役割分担の明確化と公的役割の充実 

◆具体的居住者像  

・中堅ファミリー層を中心に高齢者・若者・子供がバランスよく共存すること 

・住み続けることに喜びと誇りを持ち、日野を真に故郷と考える人であること 

・拠点地区での賑わいを十分に甘受しながら、日野市に残る自然環境を保全していく ことに、

十分関心を持つ市民であること 

・共同住宅が多い日野市の特性を十分考慮し、互いを尊重しながら協同の精神を十分 発揮で

きる人であること 

◆推進する住宅施策  

＜基本的な整備手法＞     ＜住宅個々の課題の改善＞ 

・土地区画整理事業を中心とした宅地供給   ・建築物としての住宅の整備 

・宅地への良好な住宅建設の誘導       ・住宅周辺の生活道路やみどり 

・民間住宅建設への積極的な誘導       ・開発に伴う課題 

・公共住宅の再整備等による住宅整備 

・高齢化社会や福祉優先の住宅施策 

◆地域別住宅市街地の整備計画  


